

























































































































































































































































































































































 シャルル・ルイ＝フィリップ『小さき町にて』 （岩波書店・文庫、 ）
一、昭和
   〃
 



























































































































































て居た。 の云ふことに祖母は決 てさから つた。父のこえも祖母は唯々ときいたが、私のをより以上に祖母




でこのまづい会話をうちきった、そ 気候のことや 私の試験のことをきいた。西の家（私の書斎のある別荘だ）はこ 家より川の傍やから蚊が多いだらうなとど
ママ
き
いた。そして私はやゝ軽き心になってから「さっき云ふたこと ろしか。 おむめもおつかひや」 云った、祖母は何時も 返事をした。
そして私は「さいなら」と云って長火ばち 傍を離れた。




を話して居た。「おかあさん、具合よう云ふといたけ、もう、あんなことのない様に皆氣をつけないかん折角面白い家が氣まづうなるよってな」「あんばい云ふてはったら、誰もすきやこのんでけんかなんてす も あらしまへん。さあ、おたべ、先きに皆よばれてますね」と母は金鍔をだしてくれた。私は一つをたべながら「目もわるいねし、義理やちふひけめもあるのやし、あんばいしてあげないかん 云った。さ きから私と母の会話をきいては、母の顔を見て居た隆子は「目が悪るかつたら、自分でお なしう たらえゝねやそれをえらさうに御隠居さんがぼ
ママ
するさかいに、嫌らはれ
るのや、わてかて、可哀 ったけるけど、 んな小面にくい人！」「馬鹿、 だまって」と私はとがめた。 お前等は女やしもと心切にしたげてもえゝやな か、自分 方から親切にしたげたら、 おばあさんでもちゃん しやはるにきまってる」「あほらしい。なに云ふてはんね。にいさんがおふろへはいる時には手拭や、湯上り とばた
く
しやはるけど、妾















































































































四時間目の鐘がなって私達 教室にはゐりました先生の授業をうけたのです、出る時 次 時間の道具を出しておく規則な で、誰れもはいった時 机を明けることは許されません。大平さんも石原も自分達の辨当 紛失は知りません。
私はそれから、先生の目をぬすんでは、近所の生徒にあ






























































































































































 同一ページに記してあ 。 「夜警」だと思われる。
（６）
 目を開いて、起きて いう意味か？詩人。
若き詩人の心は、春の思きにつゝまれながら、なまぐさ
― 141 ―
い血の池のよどみの上を飛行
ギョウ
して居る。でも下駄の音のさ
むいこと、その時浪花節のこゑで自転車が唄ふ「紅燃ゆる丘の上
（１）
……」
詩人はこゑ高く叫んだ。「おゝ友よ、そんな風には」新月は光って居た。
　（一一、 二九）
夜警、
―
皇后陛下が只御一人御○下になった。
それで夜警は杖をひいた。その夜、神様が、魔の網を、
新ニヒドコ
床
にはった時。その表戸をかだ
ママ
つかせて「目をむいておしやすや」とふるまひ酒が 警をけしかける。でも魔の力は網の糸は一瞬の後いよよ
（２）
かたく二人をはりつ
けた。
―一九二四、 一一、 二九―
【注】
（１）
 旧制第三高等学校の寮歌
（２）
 いよいよ
（以上
　
担当
　
芦木）
（以下、次号に続く）
（
 たなだ
　
てるよし・実践女子大学教授
 
 あしき
　
あやこ・実践女子大学大学院
 
さいた
　
しょうこ・実践女子大学大学院）
